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2
0
2
5
年
冬
の
賞
与
支
給
に
つ
い

て
、「
支
給
す
る
」企
業
割
合
は
全
産
業

ベ
ー
ス
で
80
％
と
前
年
（
80
％
）か
ら
横

ば
い
と
な
っ
た（
図
表
1
）。ま
た
、「
支
給

し
な
い
」も
4
％
と
前
年（
4
％
）か
ら
横

ば
い
、「
未
定
」も
16
％
と
前
年
（
16
％
）

か
ら
横
ば
い
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　

　
業
種
別
に
み
る
と
、「
支
給
す
る
」企
業

の
割
合
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
卸
売
業

の
87
％
で
、以
下
、製
造
業
、建
設
業
、小

売
業
（
い
ず
れ
も
82
％
）、そ
の
他
産
業

（
75
％
）の
順
と
な
っ
た
。前
年
と
比
較
す

る
と
、卸
売
業
（
前
年
84
％
↓
今
年
87
％
）

が
3
㌽
増
、製
造
業
（
同
80
％
↓
82
％
）

が
2
㌽
増
と
な
っ
た
一
方
、建
設
業
（
同

82
％
↓
82
％
）、そ
の
他
産
業
（
同
75
％

↓
75
％
）は
横
ば
い
、小
売
業
（
同
87
％

↓
82
％
）は
5
㌽
減
と
な
っ
た
。　
　
　

　「
支
給
し
な
い
」企
業
の
割
合
は
、そ
の

他
産
業
が
5
％
で
最
多
と
な
り
、以
下
、

製
造
業（
4
％
）、建
設
業
、小
売
業（
い
ず

れ
も
2
％
）、卸
売
業（
0
％
）の
順
と

な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
賞
与
を
支
給
す
る
企
業
に
お
い
て
、一

人
当
た
り
の
平
均
支
給
額
を
み
る
と
、前

年
よ
り「
増
え
る
」は
全
体
の
27
％
と
前
年

（
36
％
）を
9
㌽
下
回
り
、「
前
年
並
み
」は

64
％
と
前
年（
56
％
）を
8
㌽
上
回
っ
た

（
図
表
1
）。一
方
、「
減
る
」は
9
％
と
前
年

（
8
％
）と
ほ
ぼ
同
水
準
だ
っ
た
。　
　
　

　
こ
の
結
果
、前
年
並
み
以
上（「
増
え
る
」

と「
前
年
並
み
」の
合
計
）の
支
給
を
実
施

す
る
割
合
は
91
％
で
前
年（
92
％
）か
ら
ほ

ぼ
横
ば
い
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　

　「
増
え
る
」を
業
種
別
に
み
る
と
、卸
売

業
（
前
年
30
％
↓
今
年
33
％
）が
3
㌽
増

と
な
っ
た
が
、小
売
業
（
同
44
％
↓
27
％
）

は
17
㌽
減
、建
設
業
（
同
32
％
↓
19
％
）は

13
㌽
減
、製
造
業
（
同
36
％
↓
26
％
）は
10

㌽
減
と
大
幅
減
と
な
り
、そ
の
他
産
業（
同

38
％
↓
30
％
）も
8
㌽
減
と
な
っ
た
。増
加

率
を
み
る
と
、全
産
業
ベ
ー
ス
で
は
「
1

〜
3
％
未
満
」が
51
％
と
最
も
多
く
、次
い

で「
3
〜
5
％
未
満
」（
28
％
）、「
1
％
未

満
」、「
10
％
以
上
」（
と
も
に
8
％
）、「
5
〜

10
％
未
満
」（
6
％
）の
順
と
な
っ
た
。前
年

最
多
だ
っ
た
「
１
〜
３
％
未
満
」（
同
41
％

2025年
冬の賞与支給計画
－支給増に息切れ感－

支給の有無‥「支給する」80％。前年の80％から横ばい。
業種別では「卸売業」の87％が最も多く、以下、「製造業」、「建設業」、「小売業」（いずれも82％）、「その他産業」（75％）
が続いた。

支給の有無DI（「支給する」と「支給しない」の割合の差）…DIは76で、前年（76）から横ばいとなった。

一人当たりの平均支給額‥「増える」27％。前年の36％から9㌽減。
「前年並み以上」（「増える」+「前年並み」）…91％。前年（92％）からほぼ横ばい。

一人当たりの平均支給額DI（「増える」と「減る」の割合の差）…DIは18で、前年（28）を10㌽下回り、大幅減。

●

●

●

●

［調査結果のポイント］

●調 査 時 期　2025年10月下旬
●調 査 方 法　インターネット及び郵送

●対 象 企 業　県内主要企業　496社
●回答企業数　316社（回答率　63.7％）

調査の概要

支
給
す
る
企
業
は
横
ば
い

一
人
当
た
り
の
平
均
支
給
額

ー
「
増
え
る
」
が
減
少
し
、

　
　「
前
年
並
み
」
が
増
加

プラスワン

注）一人当たりの平均支給額の「増加要因・目的」と「減少要因・目的」は複数回答
注）一人当たりの平均支給額の「増加要因・目的」の「物価高対策（物価高への手当）」は、今回より追加
注）割合の算出は四捨五入を用いているため、合計が100％とならない場合がある
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全産業 前年 前年 前年 前年 前年 前年製造業 建設業 卸売業 小売業 その他
産業

月給支給額の1カ月分以下

〃１カ月分超～1.5カ月分以下

〃1.5カ月分超～２カ月分以下

〃２カ月分超

１％未満

１～３％未満

３～５％未満

５～１０％未満

１０％以上

１％未満

１～３％未満

３～５％未満

５～１０％未満

１０％以上

社員の意欲向上

物価高対策(物価高への手当)

業績が向上

社員の平均年齢上昇

人手不足を解消するため

同業他社と比較して低い

給与と賞与の配分見直し(賞与の割合増加)

その他

業績が悪化

給与と賞与の配分見直し(賞与の割合低減)

経営体質強化に向けた人件費圧縮

社員の平均年齢低下

同業他社と比較して高い

その他

業績が悪化

経営体質強化に向けた人件費圧縮

給与と賞与の配分見直し(賞与の割合低減)

その他

 支  給  す  る

DI(「増える」－「減る」)

 DI（「支給する」－「支給しない」）

支
給
率

増
加
率

減
少
率

要
因・目
的

要
因・目
的

支
給
の
有
無

一
人
当
た
り
の
平
均
支
給
額

支
給
し
な
い

要
因 

9291

41

59

61

39

 単位：％
図表1　2025年 冬の賞与支給計画
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 減        る

 支 給 し な い
 未        定
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